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献血推進の施策について（厚生労働省の取組） 

 

１．普及啓発 

  （１）若年層に対する普及啓発 

①中学生への普及啓発 

献血への理解を促すことを目的としたポスターを全国の中学校に配布 

※令和元年度より、学校における働き方改革の観点から、希望調査を実施 

・令和４年度 ：10,961校に3.3万枚を配布 

・令和５年度 ：10,616校に3.2万枚を配布 

・令和６年度 ：10,890校に3.3万枚を配布 

 

②高校生への普及啓発 

献血に関する副読本（けんけつ HOP STEP JUMP）を全国の高校に配布 

※令和元年度より、学校における働き方改革の観点から、希望調査を実施 

・令和４年度 ：4,824校に生徒用79万部、教員用4.8万部を配布 

・令和５年度 ：4,958校に生徒用82万部、教員用5.0万部を配布 

・令和６年度 ：5,032校に生徒用92万部、教員用5.0万部を配布 

 

③学校等における献血に触れあう機会の受入れの推進 

平成23年度から毎年度、文部科学省の協力を得て、学校等における献血に触れ合う機会の一環と

して、日本赤十字社が実施している学校献血や献血セミナーを積極的に受けいれてもらえるよう、

小学校、中学校、高等学校、特別支援学校関係者に協力を依頼している。 

 

④大学生等への普及啓発 

平成30年度からの取組として、大学、短期大学、専門学校等に献血の啓発ポスターを配布 

・令和４年度 ：5,254校に2.4万部を配布 

・令和５年度 ：5,186校に2.3万部を配布 

・令和６年度 ：4,927校に2.3万部を配布 

 

 

⑤主に10代、20代の若年層を対象とした普及啓発 

「はたちの献血」キャンペーン（毎年１～２月）の広報用ポスターを都道府県及び関係団体等に配

布 

・令和４年度 ：4.0万枚を配布 

・令和５年度 ：4.0万枚を配布 

・令和６年度 ：4.0万枚を配布 
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⑥献血血液の確保対策事業（令和６年度開始） 

ア 中高生向け献血啓発動画（令和７年５月 16日公表） 

イ 献血普及啓発ボランティア活動発表会の開催（令和７年度開催） 

ウ 中学生向け献血啓発テキスト作成（令和７年度配布） 

 

（２）その他の普及啓発 

①「愛の血液助け合い運動」（毎年７月）の実施 

ア 広報用ポスターを都道府県及び関係団体等に配布 

・令和５年度 ：3.9万枚を配布 

・令和６年度 ：3.8万枚を配布 

・令和７年度 ：3.8万枚を配布 

 

イ  献血運動推進全国大会の開催 

・令和４年度 ：７月14日 愛媛県で開催 

（日本赤十字社本社と愛媛県をオンラインで結び、ハイブリッド形式で開催） 

・令和５年度 ：７月26日 千葉県で開催 

・令和６年度 ：７月18日 岐阜県で開催 

・令和７年度 ：７月16日 宮城県で開催予定 

 

 

②テレビ、ラジオ、新聞等を積極的に活用した普及啓発の実施 

・令和３年度 ：政府広報オンライン、ラジオ、インターネットテキスト広告、新聞、厚生労働省

広報誌「厚生労働」、Twitter、Facebook 

・令和４年度 ：政府広報オンライン、ラジオ、インターネットテキスト広告、新聞、厚生労働省

広報誌「厚生労働」、Twitter、Facebook 

・令和５年度 ：政府広報オンライン、ラジオ、インターネットテキスト広告、新聞、厚生労働省

広報誌「厚生労働」、Ｘ（旧 Twitter）、Facebook 

・令和６年度 ：政府広報オンライン、新聞、厚生労働省広報誌「厚生労働」、Ｘ（旧 Twitter）、

Facebook 
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２．若年層の献血者数の増加に向けた取組 

将来にわたり安定的に血液を確保するため、平成29年度から、日本赤十字社及び都道府県と協力

の上、献血者数が減少傾向にある10代から30代の年代別献血者数の目標値を設定し、若年層の献血

者数の増加に向けた取組を実施している。 

 

 10代 20代 30代 

令和５年度 
目標（計画） 259,676人  798,293人  906,563人 

実績 211,322人 674,324人 731,136人 

令和６年度 
目標（計画） 260,664人 808,591人 906,742人 

実績 212,373人 661,991人 707,258人 

令和５年度達成率 81.4％ 84.5％ 80.6％ 

令和６年度達成率 81.5％ 81.9％ 78.0％ 

 

 

 

（参考）延べ献血者数に占める割合 

 10代 20代 30代 40代 50代・60代 延べ献血者数 

昭和60年度 20.3% 30.3% 23.8% 16.2% 9.3% 8,763,037 

平成元年度 18.0% 28.5% 22.6% 19.1% 11.8% 7,765,013 

平成５年度 16.1% 30.5% 21.2% 19.0% 13.3% 7,138,298 

平成10年度 11.0% 32.6% 22.8% 18.7% 15.0% 6,136,449 

平成15年度 8.9% 26.1% 26.3% 19.4% 19.2% 5,606,457 

平成20年度 5.9% 22.3% 27.3% 23.3% 21.2% 5,137,612 

平成25年度 5.9% 18.3% 21.7% 28.1% 26.0% 5,156,325 

平成30年度 5.6% 15.2% 17.1% 28.1% 34.0% 4,735,944 

令和６年度 4.3% 13.3% 14.2% 21.8% 46.5% 4,987,309 

※端数処理しているため、合計が必ずしも100％にはならない。 

※各年度、延べ献血者数に占める割合が最も高い年代を太字としている。 

 



参考：普及啓発資材（厚生労働省作成）について

( 1 )①中学生を対象とした
献血への理解を促すポスター

( 1 )② 高校生向けテキスト
「けんけつ H O P  S T E P  J U M P」

４

( 1 )⑤「はたちの献血」
     キャンペーンポスター

( 1 )④大学生等を対象とした
献血啓発ポスター

( 2 )①「愛の血液助け合い運動」
ポスター

( 1 )③「学校における献血への理解増進に向けた
取組について（依頼）」

(１ )⑥中高生向け献血啓発動画
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